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研究成果の概要（和文）： 
 ポスト育児期の女性の再就職は、子どもが就学する前の比較的早期におこなわれていること
も少なくない。本研究の分析では、そうした比較的早期のパートタイムでの再就職は、女性の
メンタルヘルスを悪化させており、パートタイムでの比較的早期の再就職が女性のワーク・ラ
イフ・バランスを達成するうえで、必ずしも効果的ではない可能性が示唆された。また、ポス
ト育児期の女性のワーク・ライフ・バランスに関する日本と韓国の比較研究からは、非正規雇
用の位置づけや母親役割への期待などの、労働市場の構造や社会規範が、女性のワーク・ライ
フ・バランスに関連していることが明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  Many women re-enter the labor force when their children are still pre-school age. 
The result of this research show that the major career pattern of Japanese women, 
that is, quit working at their childbirth, and re-enter the labor force as part-time 
employees after a few years; is detrimental to their mental health. In addition, the 
comparative analysis in Japan and Korea indicate that the labor market structure and 
social norm, in terms of marginalized position of non-standard employment and the 
norm of being a “good” mother, influence on work-life-balance of women in post 
child-care stage. 
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「中断－再就職型」のライフコースをたどる
なか、むしろ「ポスト育児期」においてワー
ク・ライフ・バランスの問題が現実化するこ
と、また再就職後の職業生活への適応や、再
就職後のキャリア形成と家族生活とがいか
に両立しうるかなど、このステージに特有の
課題があることから、「ポスト育児期」のワ
ーク・ライフ・バランスの問題には、多くの
検討の余地がある。本研究では、研究代表者
が、それまで取り組んできた、ワーク・ライ
フ・バランスに対するストレス・アプローチ
の立場からの研究を発展・展開させる。 
 
２．研究の目的 
ポスト育児期の女性のワーク・ライフ・バ

ランスを実現する要因を明らかにする。その
ために、①女性のワーク・ライフ・バランス
に対する、就業キャリアのインパクトを明ら
かにすると同時に、その前提として、女性の
再就職行動の趨勢分析をおこなう、②労働市
場の構造などのマクロ要因と、ポスト育児期
の女性のワーク・ライフ・バランスとの関連
を明らかにするための国際比較研究をおこ
なう、という分析課題を設定した。 
 
３．研究の方法 
 本研究の分析はすべて、全国サンプルによ
る大規模ミクロデータを用いる。日本につい
ては、公益財団法人家計経済研究所が実施し
ている「消費生活に関するパネル調査」、日
本家族社会学会が実施した「第 2 回全国家族
調査（NFRJ03）」、また国際比較にあたっては、
韓国女性研究院が実施した「2003 年韓国家族
調査(KNFS03)」を用いる。 
 
４．研究成果 
（1）日本の女性のワーク・ライフ・バラン
スに対する就業キャリアのインパクトにつ
いて、次のことが明らかになった。用いたデ
ータは、公益財団法人家計経済研究所が 1993
年以来毎年実施している「消費生活に関する
パネル調査」である。分析の結果、1)末子が
6 歳以下のライフステージにおいてパートタ
イム就業している女性は、専業主婦の女性に
比べてメンタルヘルスの状態がよくない、2)
末子 6歳以下のライフステージにおける、パ
ートタイムでの再就職は、女性のメンタルヘ
ルスを悪化させる。こうした分析結果は、女
性の非正規雇用が増加傾向にある近年の雇
用状況をふまえたとき、子どもをもつ女性の
ワーク・ライフ・バランスが難しさを増しつ
つあることを示唆している。同時に、子ども
がある程度成長した段階で、主としてパート
タイムで再就職するという女性の就業キャ
リアが多数派であるなかで、本研究の分析結
果は、パートタイムでの比較的早期の再就職
が女性のワーク・ライフ・バランスを達成し

ていくうえで必ずしも効果的ではない可能
性を示唆している。 
 
（2）日本におけるデータ分析の結果をふま
え、ポスト育児期における女性のワーク・ラ
イフ・バランスについての国際比較研究をお
こなった。国際比較研究をおこなうことによ
って、労働市場の構造、政策体系、社会規範
などの要因と、女性のワーク・ライフ・バラ
ンスの関連が明らかにできると考えた。 
 比較に用いたデータは、第 2回全国家族調
査（NFRJ03）と 2003 年韓国家族調査（KNFS03）
である。日本および韓国のデータ分析の結果、
以下のようなことが明らかになった。第一に、
ポスト育児期における女性の「家族内の負担
感」は日本では就業形態によって差異はみら
れなかったが、韓国では専業主婦と比較して
非正規雇用者に高い傾向がみられた。第二に、
韓国では夫の積極的な家事参加が女性の良
好なメンタルヘルスと関連すると同時に、夫
の情緒的サポートが、女性が感じる家族内で
の負担感がメンタルヘルスへ与えるネガテ
ィブな影響を緩衝する効果をもつことが明
らかになった。一方で日本では、こうした効
果のいずれも見られなかった。こうした結果
には、韓国においては子どもの教育期にあた
るポスト育児期に、「子どものよりよい教育
達成を実現する」母としての役割が非常に強
く期待されていること、非正規雇用者が不利
な立場におかれる韓国の労働市場の構造が
関連していると推察された。 
 以上の分析結果から、女性のワーク・ライ
フ・バランスは、その社会特有の労働市場の
構造や教育制度、社会規範が関連しているこ
とが明らかになった。 
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